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Pol-InSAR Scattering Model Decomposition by Using Polarization Orientation Angle
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1　まえがき

PolSAR画像を用いたターゲット分類法の分野では,

レ-ダプラットフォームの進行方向(アジマス方向)に
対し傾いた市街地は,クロス偏波が強まるため,植生領
域として誤検出する問題がある.これを解決すべく,測

定データから偏波Orientation角を導出する円偏波アル
ゴリズムを用いた手法等がLee等により提案されている

[1]・今回, Pol-InSARデータにおいて,偏波Orientation
角の変化を補正するDeorientationという手法を付加し
た散乱モデル分解法を適用し,市街地を正しく検出でき
るかを検討した結果を示す.

2　散乱モデル分解法

四成分散乱モデル分解法とは,観測された3 × 3の平

均化Covariance行列を式(1)のように表面散乱成分Ps,
2回反射成分Pd,体積散乱成分Pv, Helix散乱成分Pc
に寄与する行列として対応させる手法である.

〈[C]〉=Ps[C]surface+Pd[C]double+Pv[C]volume+Pc[C]circular (1)

Pol-InSARによる推定では, ESPRIT法によって散乱
電力を推定する[2].

3　建造物の壁と偏波Orientation角の関係

建造物の壁と偏波Orientation角の関係式は,式(2)
で表現される[2].

ただし,∂,α,¢はそれぞれ偏波Orientation角,建

造物とアンテナの走査方向とのなす角,オフナディア角

である.

4円偏波を用いた偏波Orientation角推定

斜面を観測する際に変化する偏波Orientation角∂を

考慮すると,実際に測定される散乱行列Sは式(3)のよ
うになる.
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Lee等によると.測定データから偏波Orientation角

∂は円偏波アルゴリズムを用いて式(4)のように与えら

れる[1].

5　解析領域

解析に用いたデータは日本の神奈川県で得られた

ALOS/PALSARデータである.市街地を含む領域を選
択し,解析を行った.
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6　推定結果

以下に森林領域,市街地領域における偏波Orientation

角補正前,補正後の散乱モデル分解の成分比(%)を示す.

表1森林領域成分比　表2　市街地領域成分比

推定結果より,補正前では市街地領域であるにもかか

わらずPvが強く表れてしまっている.しかし,補正を
行うことでPvを減少させ,偏波Orientation角の捕正

により傾いた市街地を誤って検出する割合が減少できる.
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